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Trend Micro ビジネスセキュリティ（以下、ビジネスセキュリティ）をお買い上げい
ただき、ありがとうございます。ビジネスセキュリティは、中小規模企業向けの総合
セキュリティ対策製品です。社内に存在する複数のWindowsサーバ／ PCのセキュ
リティ対策を、1台の管理サーバから集中管理できます。

本製品には、以下のガイドが付属しています。

• readme（同梱されているCD-ROM内の.txtファイル）：インストールの前に
必ずお読みください。

• • インストールガイド（本書）：一番最初にご確認ください。

• クイックスタートガイド（同梱されているCD-ROM内の.pdfファイル、または
別冊）：インストールの手順と利用開始方法、製品の基本的な機能と初期設定
を説明しています。インストールガイド（本書）で不明な点がある場合にご覧く
ださい。

• 管理者ガイド（同梱されているCD-ROM内の.pdfファイル）：アップグレード
や設定についてを説明しています。設定についての詳しい内容は、こちらをご
覧ください。

• • トレンドマイクロ製品サポートガイド（別冊、または.pdfファイル）：ユーザ登
録の手続きと、各種サポートの内容をご紹介しています（本冊子は、製品をご
購入頂いたお客様にのみ提供しています）。

インストールガイドおよびクイックスタートガイド、管理者ガイドはWebページか
らダウンロードできます。

・ ・ 本書では「Trend Micro ビジネスセキュリティ」の略称として「ビジネスセキュリティ」を使用しています。
・ ・ 本書に関する著作権は、トレンドマイクロ株式会社へ独占的に帰属します。トレンドマイクロ株式会社が
事前に承諾している場合を除き、形態および手段を問わず、本書またはその一部を複製することは禁じら
れています。本ドキュメントの作成にあたっては細心の注意を払っていますが、本書の記述に誤りや欠落
があってもトレンドマイクロ株式会社はいかなる責任も負わないものとします。本書およびその記述内容
は予告なしに変更される場合があります。 

・ ・ TRENDMICROは、トレンドマイクロ株式会社の登録商標です。
 
Copyright ©2008-2009 Trend Micro Incorporated. All rights reserved. 
P/N: CSSFFF-AE0207 インストールガイド：ビジネスセキュリティ（0904）　Copyright 2009/04
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本製品の
概要
ビジネスセキュリティでできること

機能の概要と特徴

• • ビジネスセキュリティは、中小規模企業向けのセキュリティ対策製品で
す。社内LANが構築されているオフィス内に存在する複数のサーバ/PC
のセキュリティ対策を、遠隔のBizサーバ（管理用サーバ/PC）で一括管
理できます。

• • 1台のBizサーバ（管理用サーバ/PC）から社内のWindows PCおよび
Windowsサーバに簡単にセキュリティ対策プログラムを導入・設定で
きます。遠隔のBizサーバからWebブラウザの管理コンソール上で、各
Windowsサーバ/PCのセキュリティ対策状況を一括設定・確認できる
ため、1台1台を見て回る必要がありません。

• • インターネットから自動的に最新のセキュリティ対策環境に更新するこ
とができます。

セキュリティ対策が徹底できない危険な環境

セキュリティ対策が徹底した安全な環境

• • 各クライアント（サーバ/PC）の設定が
バラバラ

• • ネットワーク内のセキュリティ対策状
況の把握が困難

管理用サーバ/PC
（Bizサーバ）

保護・管理されるサーバ/PC（Bizクライアント）

パターンファイルが 
古いまま

セキュリティ対策 
ソフトウェアが停止している

セキュリティ対策ソフトウェア 
がインストールされていない

すべての 
Bizクライアントの 
セキュリティ対策を管理

• • 管理用サーバ/PC（Bizサーバ）から設
定を一括で管理

• • ネットワーク内のすべてのサーバ/PC
のセキュリティ対策と管理を徹底
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主な機能

機能 内容
ウイルス対策 振る舞いなどを元に検出する技術（ヒューリスティック

方式）を強化することで、亜種・新種の多いボットウイ
ルスを含む新種ウイルスへの検知力も向上しています。

スパイウェア対策 アドウェアやCookie、グレーウェアを含むスパイウェ
アを検知します。起動中のスパイウェアも検出・削除で
きます。

不正サイトへの
接続ブロック

フィッシングサイトやウイルス感染サイトなどのセキュ
リティリスクの高い不正サイトをチェックし、アクセス
する前に未然にブロックします。

迷惑メール対策 • OutlookやWindows Mail上の迷惑メールをチェック
します。

• 禁止アドレスや受信禁止言語などを設定できます。

不正変更監視・
挙動監視

• プログラムの挙動を監視して、不正な変更や不審なプ
ログラムのインストールなどをブロックします。

• ルートキットの検出を行います。

フィッシング対策 業務に関係ない、または有害なコンテンツと思われるサ
イトへのアクセスや不審なサイトを色でわかりやすくお
知らせします（Trend プロテクト）。

不正アクセス/
侵入防止

外部からの不正なアクセス、ネットワークの脆弱性をつ
いたネットワークウイルスからの攻撃を防ぎます。

自動脆弱性診断 WindowsやMicrosoft社製品の脆弱性をチェックし、そ
の端末を特定・通知します。

自動復旧 検出されたウイルスやスパイウェアの駆除・削除、変更
されたシステムなどの復旧を自動で行います。

遠隔からの集中監視 遠隔の管理コンソールから、ネットワーク全体のセキュ
リティ対策状況を一括監視できます（例：更新状況や感
染状況など）。

自動アップデート Bizサーバ（管理サーバ/PC）から、最新のパターンファイ
ルやプログラムを自動配信できます（設定により、Bizク
ライアント自身で最新のパターンファイルやプログラム
をインターネットから更新することもできます）。

ログ・レポート
自動作成機能

Bizクライアントからアップデート状況や感染・違反状況
などを管理サーバ側に送信して、ログ情報を収集できま
す。また、ログ情報を元に特定のグラフィカルなレポー
トを自動で作成できます。
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インストールの流れ

動作環境・使用環境を確認する
同梱物やシステム構成イメージ、動作要件をはじめに
ご確認ください。01 6

ページ

Bizサーバをインストールする
手順に従って、社内ネットワーク内全体を管理する管理サーバ/
PC用のBizサーバプログラムをインストールします。02 10

ページ

Bizクライアントをインストールする
手順に従って、守りたいサーバ/PCへBizクライアント
プログラムをBizサーバからインストールします。03 23

ページ

基本的な設定を確認する
インストールが完了したら、初期設定などの基本的な設定を
確認します。04 30

ページ
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動作環境・使用
環境を確認する01

基本システム構成例
Bizを社内に導入する際の主なシステム構成例です。お客様の環境に合わせ
て構成を選んでください。

サーバがある場合：部門内サーバにBizサーバをインストール

部門内サーバにBizサーバをインストールして、Bizクライアント（サーバ/PC）
を遠隔から一括管理します。ファイルサーバなどの常時稼働しているサーバ
を独立して運用している場合は、このサーバにBizサーバとBizクライアント
をインストールして管理すると便利です。

サーバがない場合：社内のPCにBizサーバをインストール

社内にサーバが準備できない場合などは、社内のネットワーク内のPCにBiz
サーバをインストールして、Bizクライアント（PC）を管理します。

インターネットインターネット

ファイアウォール

PC

ファイルサーバ

Bizクライアント

Bizサーバ(管理サーバ)

CD-ROMからインストール

インターネットインターネット

PCルータ ハブ

Bizクライアント

Bizサーバ(管理PC)

CD-ROMからインストール
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g
・ ・ サーバをインストールしたコンピュータ（管理コンピュータ）は常に最新版への
アップデートを実行するため、常時稼働させる必要があります。

・ ・ BizサーバをクライアントOSにインストールする場合の目安は、クライアント
10台以下です（マイクロソフト社のクライアントOSに関する使用許諾契約も
あわせてご確認ください）。

BizサーバとBizクライアント間の通信

ビジネスセキュリティでは、BizサーバとBizクライアントは以下の2つの通信
ポートを使用して通信を行います。

Bizサーバの待機ポート（HTTPポート）：
BizクライアントがBizサーバへアクセスする際に使用します。初期設定では、
以下のいずれかを使用します。
・ IIS 既定Webサイト：HTTPサーバのTCPポートと同じポート番号
・ IIS 仮想Webサイト：8059（HTTPポート）および4343（SSLポート）
・ Apacheサーバ：8059（HTTPポート）および4343（SSLポート）

Bizクライアントの待機ポート
BizサーバからBizクライアントがコマンドを受け取る際は、Bizサーバプログ
ラムのインストール時に生成されるランダムな通信ポートを使用します。カ
スタムインストール時に限り、任意のポート番号を指定することもできます。
ただし、インストール後にBizクライアントの待機ポートを変更することはでき
ません（再インストールが必要になります）。

警告
ハッカーやウイルスによる攻撃の多くは、ほとんどの組織が初期設定のまま
HTTP通信用のTCPポートとして使用している、ポート80および8080を標的と
しています。トレンドマイクロでは、他のポート番号を使用することをお勧めい
たします。

遠隔から管理コンソールで 
設定・管理

Bizサーバトレンドマイクロ

最新のパターンファイルや 
モジュールの更新 自動更新・設定情報の配信

ログ・隔離ファイルの送信

スタンドアローンでパターンファイルやモジュールの更新

Bizクライアント

77
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インストール先コンピュータのシステム環境を確認する
ビジネスセキュリティをインストールするサーバとWindows PCが、トレンド
マイクロの推奨するシステム環境を満たしているかどうか確認します。

Bizサーバ（管理サーバ/PC）の動作要件Bizサーバ（管理サーバ/PC）の動作要件
CPU Intel Pentium III（733MHz以上）または同等のプロセッサ

・ Windows Vistaの場合：1GHz以上の32ビットプロセッサまたは64ビットプロセッサ
・ Windows Server 2008の場合：1GHz以上（32ビット）または1.4GHz以上（64ビッ
ト）以上のプロセッサ

OS Microsoft Windows Vista（SP 1を含む）、Microsoft Windows XP （SP 2以降）、
Microsoft Windows 2000 （SP 3以降）、Microsoft Windows Server 2003（R2、SP 1
/SP2を含む）Microsoft Small Business Server 2000（SP 1a以降）、Microsoft 
Windows Small Business Server 2003（SP 1以降/R2含む）、Microsoft Windows 
Storage Server 2003 （SP 2/R2含む）、Microsoft Windows Server 2008、Microsoft 
Windows Small Business Server 2008、Microsoft Windows Essential Business 
Server 2008、Microsoft Windows Home Server

メモリ 512MB以上のRAM（32ビットOS）、1GB以上のRAM（64ビットOS）*1GB以上を推奨
・ Windows Vistaの場合：1GB以上のRAM
・ Windows Server 2008の場合：1GB以上のRAM
・ Windows Small Business Server 2008、Windows Essential Business Server 

2008の場合：4GB以上のRAM

HDD 1.2GB以上（新規インストール）または1.5GB以上（アップグレード）の空き容量

ソフト
ウェア

・ Microsoft Internet Explorer 6.0 以上
・ Adobe Acrobat Reader 4.x以上 （レポート表示用）

Web
サーバ

次のいずれかのWebサーバ
・ Microsoft Internet Information Services （IIS）
－Microsoft Windows 2000（SP 3以上）またはMicrosoft Small Business 

Server 2000の場合：IIS 5.0
－Microsoft Windows Server 2003（SP 1以上）またはMicrosoft Small 

Business Server 2003（R2含む）の場合：IIS 6.0
－Microsoft Windows Server 2008の場合：IIS 7.0

・ Apache Webサーバ 2.0.54（ビジネスセキュリティに同梱されているApacheを
ご利用ください。） （Windows 2000 SP 3以上、XP SP 2以上、Server 2003（R2） 
SP 1以上のみ）

その他 ・ ネットワーク上からBizサーバの管理コンソール経由でビジネスセキュリティを
操作する場合は、以下のシステム環境条件を満たしている必要があります。
－Microsoft Internet Explorer 5.5（SP 2）以上
－解像度1024×768、High Colorをサポートするモニタ

・ IA 64（Intel Itenium Processor）には未対応

g
・ ・ Bizサーバをインストールするには、インストール先のコンピュータに対する管理者または
ドメイン管理者の権限が必要です。

・ ・ ビジネスセキュリティのインストールパッケージには、Apache Webサーバプログラムが同梱
されています。必ず同梱のプログラムバージョンをお使いください。

・ ・ 原則、32ビット/64ビットOSに対応しておりますが、一部機能に制限があります。詳しく
は、readmeまたは製品Q&A等をご確認ください（Bizサーバ/Bizクライアント共）。

・ ・ 本動作要件は、BizサーバあるいはBizクライアントのインストールにあたって、Windows 
OSを含め最低限必要なメモリ容量およびハードディスク容量を示しています。8



Bizクライアントの動作要件
CPU Intel Pentium（300MHz以上）または同等のプロセッサ

・ Windows Vistaの場合：1GHz以上の32ビットプロセッサまたは64ビットプロセッサ
・ Windows Server 2008の場合：1GHz以上（32ビット）または1.4GHz以上（64ビッ
ト）以上のプロセッサ

OS Microsoft Windows Vista（SP 1を含む）、Microsoft Windows XP （SP 2以上）、
Microsoft Windows 2000 （SP 4以上）、Microsoft Windows Server 2003（R2、SP 1
/SP2を含む）、Microsoft Windows Home Server、Microsoft Small Business Server 
2000（SP 1a以降）、Microsoft Windows Small Business Server 2003（SP 1以降/R2
含む）、Microsoft Windows Storage Server 2003（SP 2/R2含む）、Microsoft 
Windows Server 2008、Microsoft Windows Small Business Server 2008、
Microsoft Windows Essential Business Server 2008

メモリ 256MB以上のRAM（512MB以上を推奨）
・ Windows Vistaの場合：1GB以上のRAM
・ Windows Server 2008の場合：1GB以上のRAM
・ Windows Small Business Server 2008、Windows Essential Business Server 

2008の場合：4GB以上のRAM

HDD 300MB以上のハードディスク空き容量

ソフト
ウェア

・ Microsoft Internet Explorer 5.5  以上
・ Adobe Acrobat Reader 4.x以上 （レポート表示用）

その他 ・ 解像度800×600、256色以上をサポートするモニタ
・ ギガビットネットワークインタフェースカード （NIC） に対応
・ IA 64（Intel Itenium Processor）には未対応

g
・ ・ Bizクライアントをインストールするには、インストール先のコンピュータに対する管理者
またはドメイン管理者の権限が必要です。

・ ・ 「挙動監視/不正変更監視」機能は、64ビット版OSでは動作しません。
・ ・ 「Trend プロテクト」を使用する場合のシステム環境は、以下のとおりです。
－OS；Microsoft Windows Vista Home Basic/Home/Business/Ultimate（32/64 ビッ
ト）、Microsoft Windows XP Home/Professional SP 2以上、Microsoft Windows 
2000 SP 4以上（32ビット）
－対応ブラウザ：Microsoft Internet Explorer 6.0/7.0
－対応サーチエンジン：Google、MSN、Yahoo

・ ・ 「迷惑メール対策」に対応するOSおよびメールソフトは、以下のとおりです。
－Windows XP、Windows Vista
－Outlook 2000/2002/2003/2007、Microsoft Outlook Express 6 SP 2、Windows 

Mail（Vista）

・ ・ 詳細および最新版の動作環境は、弊社ホームページに掲載されている最新の製品の動
作環境情報、または製品Q&Aに記載されている動作環境情報をご確認ください。

 製品Q&A 〈ビジネスセキュリティを導入する前に確認しておきたい項目のリンク集 〉
 https://intkb.trendmicro.co.jp/supportjp/viewxml.do?ContentID=JP-2062711
・ ・ オフライン環境で使用すると、パターンファイル以外のエンジン等のモジュールの更
新ができないことがあります。

・ ・ システム要件に記載されているOSの種類やハードディスク容量などは、OSのサポー
ト終了、弊社製品の改良などの理由により、予告なく変更される場合があります。 9
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02
インストールに必要な情報を集める

Bizサーバをインストールするために必要な情報は以下の3つです。インス
トールを実行する前に確認してください。
� アクティベーションコード
�Bizサーバをインストールするサーバ/PCのドメイン名／コンピュータ
名またはIPアドレス

� BizサーバおよびBizクライアントにアクセスする際のパスワード

�アクティベーションコード

Bizのすべての機能を使用するには、インストール時に「アクティベーション
コード」を入力して、製品のアクティべーションを実行する必要があります。
アクティベーションコードは同梱の使用許諾契約書に記載されています。

Bizのパッケージ版を店頭などでご購入いただいた場合は
同梱の使用許諾契約書には「レジストレーションキー」が記載されています。
インストール前に、レジストレーションキーを使用してオンラインユーザ登録
を行い、アクティベーションコードを入手してください。

ユーザ登録を行ってアクティベーションコードを入手する
インターネット経由でユーザ登録する「オンラインユーザ登録」と、FAX
でユーザ登録する「FAXユーザ登録」があります。
• オンラインユーザ登録をする（推奨）

1. インターネット接続可能なコンピュータ上でブラウザを起動し、
https://olr.trendmicro.com/registration
にアクセスします。

2. 画面に表示された指示に従って、「レジストレーションキー」および
必要な情報を入力します。

3. オンラインユーザ登録が完了すると、「アクティベーションコード」
が発行されます。発行されたアクティベーションコードは、製品版
のプログラムをインストールする際に必要です。

Bizサーバを
インストールする
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• FAXユーザ登録をする（オンラインで登録できない方向け）
1. 製品に同梱されたFAX登録用紙に、必要事項を記入します。
2. FAX登録用紙を送信します（FAX番号はFAX登録用紙に記載されて
います）。

詳しくは、購入時に同梱されている「トレンドマイクロ 製品サポートガイド」（別
冊）の「ユーザ登録する」をご覧ください。

� Bizサーバをインストールするサーバ/PCのドメイン名／
コンピュータ名

Bizサーバをインストールする際に、サーバの場所をドメイン名／コンピュー
タ名、IPアドレスで指定する必要があります。
・ ドメイン名／コンピュータ名とIPアドレスのどちらで登録するか、イン
ストールする前に決めておきます。

・ ドメイン名で指定する場合は、FQDN（完全修飾ドメイン名）で指定し
ます（例：xxxxx.org.jp）。

g
BizサーバのIPアドレスを後から変更する可能性がある場合は、ドメイン名／コ
ンピュータ名で登録することをお勧めします。ドメイン名/コンピュータ名、IP
アドレスの情報は、複数あるPCの中からBizサーバを識別するため必要です。

h
サーバのコンピュータ名は、「マ
イ コンピュータ」を右クリック
してショートカットメニューか
ら「プロパティ」を選んで表示さ
れる「システムのプロパティ」画
面で確認できます。
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�パスワード

・ 権限のないユーザが Bizサーバの管理コンソールにアクセスすることを
防止するために、管理コンソールにログオンする際に要求するパスワー
ドを設定する必要があります。

・ BizサーバとBizクライアントの両方に、それぞれパスワードを設定でき
ます（同じパスワードを設定することもできます）。

旧バージョンからアップグレードする場合のご注意
・ ・ Biz5.0（本バージョン）では、Trend Micro ウイルスバスター ビジネスセキュリティ

3.5/3.6からのアップグレードをサポートします。Client/Server Security 2.0ま
たはウイルスバスター ビジネスセキュリティ 3.0からビジネスセキュリティ5.0/5.1
への直接のアップグレードはできませんので、ご注意ください。

・ ・ 旧バージョンからのアップグレード手順に関しては、各バージョン付属のド
キュメントまたは製品Q&Aを参照してください。

インストール方法を決定する
Bizサーバのインストールの方法として、標準インストールとカスタムインス
トールがあります。通常は標準インストールでインストールします。
インストールの際に、以下の条件を指定したい場合はカスタムインストール
を選びます。
• • Web サーバの動作環境（IISまたはApache）
• • ビジネスセキュリティ におけるBizサーバ/Bizクライアント間の通信
ポート

• • インターネット接続用のプロキシサーバ
• • Bizクライアントへのインストールパス

g
インストール先のサーバにWebサーバソフトウェアがインストールされていな
い場合は、同梱のApache Webサーバがデフォルトでインストールされます。

2.0/3.0 3.5/3.6 5.0/5.1

12



Bizサーバを標準インストールする
インストールの前に

・ すでに他社製のウイルス対策ソフトウェアをインストールしている場合は、
削除（アンインストール）してから Bizサーバをインストールしてください。

・ 実行中のアプリケーションをすべて終了してから、インストールを実行
してください。他のアプリケーションの実行中にインストールすると、
インストールが完了するまでに時間がかかることがあります。また、イ
ンストール後に再起動を求められることがあります。

IIS動作環境でインストールする場合は
・ インストールする前に、IISをロックする可能性があるアプリケー
ションを実行していないことを確認してください。実行されている
場合、インストールに失敗することがあります。 

・ インストール中はIISサービスが停止します。サービスが停止して問題
が発生する時間帯には、インストールを実行しないようにしてくださ
い。なお、インストールが完了すると、IISは自動的に起動されます。

・ IISの匿名アクセスを有効にする必要があります（IISの初期設定では、
匿名アクセスは有効の状態でインストールされています）。詳しく
は、Microsoft社にお問い合わせください。

Windows Small Business Server 2008 / Windows 
Essential Business Server 上で利用する場合は
・ Windows Small Business Server 2008 / Windows Essential 

Business Server 2008には、Windows Live OneCare for Serverま
たはMicrosoft Forefront Threat Management Gateway Medium 
Business Editionが同梱されています。Bizサーバは、同梱のセキュリ
ティサーバと共存させてサーバにインストールできます。Windows 
Live OneCare for Serverを削除したい場合には、コントロールパネ
ルの「プログラムの変更と削除」からアンインストールしてください。

・ Bizクライアントは、Windows Live OneCareまたはMicrosoft 
Forefrontのクライアントソフトウェアと共存させることはできません。
Windows Live OneCareのクライアントソフトウェアがインストールさ
れている場合は、ビジネスセキュリティのクライアントインストール時に
自動的に削除されます。
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Bizサーバの標準インストールを実行する

1／17

セットアップファイルが含まれているフォ
ルダを開き、「setup.exe」アイコン（ま
たは「setup」アイコン）をダブルクリック
します。
初期画面が表示されます。

2／17

「次へ」をクリックします。
「使用許諾契約書」画面が表示されます。

3／17

使用許諾契約書を読んで、同意する場
合は「使用許諾契約書の条項に同意しま
す」を選んでから、「次へ」をクリックしま
す。
「セットアップステータス」画面が表示され
て情報収集が行われた後に、「製品のア
クティベーション」画面が表示されます。

4／17

製品版か評価版のどちらをインストール
するかを選択します。

14



5／17

アクティベーションコードを入力してから、
「次へ」をクリックします。
アクティベーションコードについて詳し
くは、10ページをご覧ください。
「インストール前の検索」画面が表示され
ます。

g
前の画面で評価版を選択した場合には、こ
の画面は表示されません。評価版の場合に
はアクティベーションコードを入力せず、
インストールを進めることができます。

6／17

「インストール前の検索を実行します」を
選んでから「次へ」をクリックします。
インストール前のウイルス検索が実行さ
れてから、「セットアップの種類」画面が
表示されます。

h
・ ・ インストール前のウイルス検索には、数
分かかります（サーバ内のファイル数に
よって、検索時間は変わります）。

・ ・ インストール前のウイルス検索を行わず
にインストールしたいときは、「インス
トール前の検索を実行しません」を選んで
から「次へ」をクリックしてください。

入力する。

15

動
作
環
境
・

使
用
環
境
を
確
認
す
る

01

B
iz
サ
ー
バ
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

02

B
iz
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

03

基
本
的
な
設
定
を

確
認
す
る

04

B
iz
サ
ー
バ
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

02



7／17

「標準インストール」を選んでから、「次
へ」をクリックします。
「セットアップ概要」画面が表示されます。

h
「カスタムインストール」を選んだ場合の追
加設定項目については、「Bizサーバをカス
タムインストールする」（21ページ）をご覧
ください。

8／17

「次へ」をクリックします。
「インストールステージ」画面が表示され
ます。

9／17

「次へ」をクリックします。
「サーバ情報」画面が表示されます。

16



10／17

サーバの識別方法を指定してから、「次
へ」をクリックします。
・ サーバのドメイン名で識別する場合
❶：「ドメイン名／ホスト名」を選んで
から、ドメイン名を確認します。ドメ
イン名はFQDN（完全修飾ドメイン
名）で指定してください。

・ サーバのIPアドレスで識別する場合
❷：「IPアドレス」を選んでから、サー
バのIPアドレスを確認します。

g
・ ・ DHCP環境など、サーバのIPアドレス
が変わる可能性がある場合は、ドメイ
ン名／コンピュータ名で指定してくだ
さい。

・ ・ サーバにネットワークカード（NIC）を
複数枚挿入している場合は、サーバを
IPアドレスで指定するようにしてくだ
さい。サーバのIPアドレスを使用した
方が、BizサーバとBizクライアントは
確実に通信できます。

「次へ」をクリックすると、「SMTPサー
バと通知の受信者」画面が表示されます。

インストール先のディレクトリを変
更する場合は
「インストール先ディレクトリ」の「参照」
をクリックして、希望のディレクトリを
指定します。

❶❶

❷❷

確認する。
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11／17

Bizサーバが通知メールを送信する際に
使用するSMTP（メール）サーバを指定
してから、「次へ」をクリックします。
（あとから管理画面で登録できるので、入
力せずにインストールを続行できます）
ウイルス検出時に管理者にメールで通知
するようにしたい場合は、メール送信用
のSMTP（メール）サーバのアドレスお
よびSMTP（メール）サーバにアクセス
するポート番号の情報が必要です。
・ SMTPサーバ❶：SMTP（メール）サー
バ名を半角英数字で入力します。

・ ポート❷：SMTP（メール）サーバへ接
続するためのポート番号を半角数字で
入力します。

・ 受信者❸：通知メールの送信先アドレ
スを半角英数字で入力します。

g
複数の受信者を指定したい場合は、メール
アドレスの後に半角英字のセミコロン（;）を
入力して、複数のメールアドレスを入力し
ます。

「次へ」をクリックすると、「管理者アカ
ウントパスワード」画面が表示されます。

12／17

BizサーバとBizクライアントとそれぞれ
について、半角英数字でパスワード（最
大24文字）を指定してから、「次へ」をク
リックします。
権限のないユーザが設定を変更したり、
Bizクライアントを削除したりすること
を防止できます。
「ウイルストラッキングプログラム」画面
が表示されます。

❶

❷

❸

入力する。

入力する。
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13／17

ウイルストラッキングプログラム（20ペー
ジ）に参加する場合は、「はい、ウイルス
トラッキングプログラムに参加します」を
選んでから、「次へ」をクリックします。
「コンポーネントの選択」画面が表示され
ます。

h
「いいえ、ウイルストラッキングプログラム
に参加しません」を選んでも、Bizサーバの
機能は変わりません。

14／17

サーバ自体のウイルス対策として Bizク
ライアントをサーバにインストールする
場合は、チェックを付けてから「次へ」を
クリックします。
「ファイルコピー開始」画面が表示されます。

g
サーバに他のウイルス対策ソフトウェアをす
でにインストールしている場合は、チェック
を外してから「次へ」をクリックしてください。

15／17

インストール内容を確認してから、「次
へ」をクリックします。
Bizサーバのインストールが始まります。
インストールが完了すると、「InstallShield 
ウィザード完了」画面が表示されます。

g
この後、Windows Small Business Server 
（以下SBS）/ Essential Business Server（以
下EBS）アドインのインストール手順説明画面
が表示されますが、SBS/EBSを利用しない
場合はインストール不要のアドインとなりま
すので、次に進んでください（33ページ）。

19

動
作
環
境
・

使
用
環
境
を
確
認
す
る

01

B
iz
サ
ー
バ
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

02

B
iz
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

03

基
本
的
な
設
定
を

確
認
す
る

04

B
iz
サ
ー
バ
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

02



16／17

「終了」をクリックして、セットアッププロ
グラムを終了します。
これでBizサーバへのインストールは終
了です。

17／17

ビジネスセキュリティをインストールした
サーバを再起動します。

g
必ずOSを再起動してください。

インストール後の設定：

インストール後には以下のコンポーネントを最新のものにアップデートすることをお
勧めします（Windows Updateの実施をお勧めします。）
・ Microsoft .NET Frameworks 1.1 → SP 1
・ Microsft XML. コアサービス 4.0 SP2 → SP 2用セキュリティ更新プログラム
（KB936181）

ウイルストラッキングプログラム
ウイルストラッキングプログラムに参加すると、検出されたウイルス名および検出数
の情報がトレンドマイクロのウイルストラッキングセンターに送信されます。世界各
国から送信されるウイルス検出情報をもとに、感染数の多いウイルスに関する統計
情報をリアルタイムマップで提供しています。
http://wtc.trendmicro.com/japanese/wmap.asp

g

・ ・ コンピュータのIPアドレスや個人情報は送信されません。
・ ・ 参加しない場合でも、 Bizサーバの機能は変わりません。

20



Bizサーバをカスタムインストールする
カスタムインストールで設定できる内容と、それぞれの設定項目は以下のと
おりです。

Webサーバの動作環境
IIS サーバ IISがインストールされている環境で、IISを ビジネスセキュリ

ティ の Web サーバとして使用する場合に指定します。
Apache 2.0 
Web サーバ

Web サーバソフトウェアがインストールされていないサーバ
にインストールする場合、または IIS がインストールされてい
る環境でも IIS を ビジネスセキュリティ の Web サーバとして
使用しない場合に指定します。

g
Bizサーバのインストール時にIISがインストールされていない場合、あとからIIS
をインストールしてもBizサーバで使用するWebサーバをIISに変更できません
（ビジネスセキュリティ の再インストールが必要です）。

ビジネスセキュリティ におけるBizサーバ/Bizクライアント間の
通信ポート

HTTP ポート ビジネスセキュリティ の Web サーバに接続するためのポー
ト番号を指定します。

SSL の有効化 ビジネスセキュリティ の Web サーバに接続する際に SSL 
（Secure Stocket Layer） を使用する場合に、SSL サーバ証明
書の有効期間、SSL 接続に使用するポート番号を指定します。

インターネット接続用のプロキシサーバ
プロキシの
種類

プロキシの種類を指定します。

サーバ名また
は IP アドレス

プロキシサーバのサーバ名または IP アドレスを指定します。

ポート番号 プロキシサーバとの通信ポート番号を指定します。
パスワード プロキシサーバへのアクセスにパスワードが必要な場合に指定

します。

g
インストール時にプロキシ情報を入力しなかった場合でも、後からビジネスセ
キュリティ 管理コンソールで設定することもできます。

Bizクライアントへのインストールパス
Bizクライアントへのインストールパスと使用ポートを指定します。

g
Bizクライアントインストール後に、インストールパスを変更することはできま
せん。

21

動
作
環
境
・

使
用
環
境
を
確
認
す
る

01

B
iz
サ
ー
バ
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

02

B
iz
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

03

基
本
的
な
設
定
を

確
認
す
る

04

B
iz
サ
ー
バ
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

02



正しくインストールできたかどうか確認する

1／2

デスクトップ上の「ビジネスセキュリティ」
ショートカットアイコンをダブルクリック
して、Bizサーバを起動します。

g
・ ・ Internet Explorerの初期設定では、ActiveX
コントロールの実行が禁止されていること
があります。管理コンソールを正常に動作
させるには、Internet Explorerの信頼済
みサイトリストに、BizサーバのURLを追加
する必要があります。

・ ・ Internet Explore Webブラウザのセキュ
リティレベルを、「中」以下にしてください。

2／2

18ページの手順12で指定したサーバ用
のパスワードを入力して、Bizサーバの
設定画面が表示されることを確認します。

h
DNSによるサーバ名の解決ができない環境
では、Internet Explorerのアドレスバーに
表示されているURLのBizサーバ名部分を、
BizサーバIPアドレスで置き換えてください。

「IISサーバ」を指定してカスタムインストールを行い、
セキュリティダッシュボードを開けない場合は

IISの設定によっては、セキュリティダッシュボードが表示されない場合があります。
この問題が発生した場合は、トレンドマイクロの製品Q&Aサイトを参照してください。
製品Q&Aサイト:
 〈ウイルスバスター ビジネスセキュリティ 困った時の問題解決 FAQリンク集〉
http://esupport.trendmicro.co.jp/supportjp/viewxml.do?ContentID=JP-2062710
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Bizクライアントを
インストールする03

Bizクライアントのインストール方法には、以下の種類があります。ビジネス
セキュリティを導入する環境にあわせて、最適な方法を選んでください。
・ インストール用Webページ（推奨、24ページ）：社内のユーザがインス
トール用Webページにアクセスして、クライアントセットアップファ
イルをダウンロード・インストールします。クライアント（サーバ/PC）
にMicrosoft Internet Explorer 5.5（SP 2）以上が必要です。

・ Windowsリモートインストール（27ページ）：管理コンソールからす
べてのWindows Vista（Basic/Premiumを除く）/Server 2003/XP
（Homeを除く） /2000 サーバ/PCにクライアントプログラムをインス
トールします。

・ ログオンスクリプトウィザード：ウイルス対策が実施されていないコン
ピュータがネットワークにログオンしたときに、Bizクライアントを自
動的にインストールします。

・ Client Packager：電子メールやCD-ROMなどでサーバ/PCにセット
アップファイルやアップデートファイルを配布します。帯域幅の十分で
ない遠隔地のオフィスの場合に便利です（拡張子.msiを持つファイルを
作成することもできます）。

・ 脆弱性検索ツール（Vulnerability Scanner）：脆弱性検索ツールを使
用して、すべてのWindows Server 2003/XP（Professionalのみ）/2000 
サーバ/PCにクライアントプログラムをインストールします。

本書では、「インストール用Webページ」および「Windowsリモートインス
トール」によるBizクライアントのインストールについて説明します。
それ以外の方法でBizクライアントをインストールしたい場合は、「管理者ガ
イド」（別冊）をご覧ください。

g
付属のインストールCDからBizクライアントプログラムを直接インストールする
ことはできません。BizサーバプログラムをインストールCDから管理用サーバ/
PCにインストールして、BizサーバからBizクライアントをインストールする必
要があります。
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インストール用Webページからインストールする
インストール用Webページにアクセス
してBizクライアントセットアップファ
イルを入手して、インストールを行いま
す。管理者が行うのは、ユーザにインス
トール用WebページのURLを指示する
だけです。通常はこちらをお勧めします。

インストールの前にご確認ください

・ すでに他社製のウイルス対策ソフトウェアをインストールしている場合は、削除（ア
ンインストール）してからBizクライアントをインストールしてください。

・ 実行中のアプリケーションをすべて終了してから、インストールを実行してくださ
い。他のアプリケーションの実行中にインストールすると、インストールが完了す
るまでに時間がかかることがあります。

・ インストール用Webページにアクセスするには、コンピュータにMicrosoft Internet 
Explorer 5.5（SP 2）以上がインストールされている必要があります。

インストール用Webページからのインストールを実行する

1／4

Internet Explorerを起動し、以下のいずれかのURLを入力します。  
初期設定のままインストールした場合は、Bizサーバ名はサーバのコンピュータ名です。
･ SSLが有効なBizサーバの場合：
 https://<Bizサーバ名〉:<ポート番号〉/SMB/console/html/client/
･ SSLが無効なBizサーバの場合：
 http://<Bizサーバ名〉:<ポート番号〉/SMB/console/html/client/

入力例
https://Biz_sample:4343/SMB/console/html/client/
（Bizサーバ名が「Biz_sample」、ポート番号が「4343」の場合）

h
インストール用WebのURLを記載したメールを、管理コンソールからインストール対象とな
るクライアント（サーバ/PC）のユーザに送信することもできます（26ページ）。この方法を利
用すると、クライアント側でアドレス入力の手間が省け、便利です。

BizクライアントからBizサーバに 
アクセスしてインストールを実行
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g
Internet Explore 7.0を使用してインストール用WebページからBizクライアントをインス
トール際に認証エラーが表示されますが、インストールは正常に行われます。

2／4

「インストール」 をクリックし、Bizクラ
イアントのインストールを開始します。
Bizクライアントのインストールが開始
されます。インストールが完了すると、
完了のメッセージが表示されます。

g
・ Windows Vista環境でBizクライアントの
インストールを実行中に「ユーザー アカ
ウント制御」画面が表示されたら、「続行」
または「OK」をクリックしてください。
「キャンセル」をクリックすると、インス
トールを最初からやり直す必要がありま
すのでご注意ください。

・ 「ユーザー アカウント制御」設定をBizクラ
イアントのインストール前に一時的に「無
効」に設定し、インストール完了後に「有
効」に戻すと、インストール中に「ユーザー 
アカウント制御」画面は表示されません。

3／4

Bizクライアントをインストールしたクラ
イアント（サーバ/PC）を再起動します。

g

必ずOSを再起動してください。

4／4

Bizクライアントをインストールしたクラ
イアント（サーバ/PC）のタスクバーの通
知領域に、Bizクライアントのアイコン 

 が表示されていることを確認します。
表示されていれば、正しくインストール
されています。

Windowsのタスクバーの通知領域に、
Bizクライアントのアイコンが表示される。
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インストール用WebサイトのURLを知らせるメールを、
管理コンソールからクライアントユーザに送信する

ユーザにBizクライアントのインストール用WebサイトのURLをメールで知らせるこ
ともできます。

1／3

ビジネスセキュリティ管理コンソールの「セキュリティ設定」タブで、  をクリック
します。
「コンピュータの追加」画面が表示されます。

2／3

「クライアントのインストール方法」欄で
「メール通知によるインストール」を選ん
でから、「次へ」をクリックします。
「メール通知によるインストール」 画面
が表示されます。

3／3

件名と送信先のメールアドレスを入力し
てから、「適用」をクリックします。
インストール用WebサイトのURLを記
載したメールが、入力したメールアドレ
スに送信されます。

h
クライアント（サーバ/PC）側では、受け取っ
たメールに添付されたURLをクリックする
だけで、自動的にBizクライアントのインス
トールが始まります。インストールの完了
後は、必ずOSを再起動してください。
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Windowsリモートインストールでインストールする
Bizサーバの管理コンソールから、すべて
のWindows Vista（Basic/Premiumを
除く）/Server 2003/XP（Homeを除く）  
/2000 サーバ/PCにBizクライアントプロ
グラムを直接インストールします。

g
・ Windows XP Home EditionのPCには、リモートインストールを実行できません。ま
た、Windows XP Professional サーバ/PCにインストールする場合に、事前にサーバ
/PCの設定変更が必要な場合があります。詳しくは、トレンドマイクロの製品Q&Aサ
イトを参照してください。

製品Q&Aサイト:
http://esupport.trendmicro.co.jp/supportjp/smb/search.do

・ Windows Vista サーバ/PCにリモートでインストールする場合は、事前に「ユーザー アカ
ウント制御」の設定を確認してください。初期設定では、「有効」に設定されています。Biz
クライアントインストールの際に一時的に「無効」に設定し、インストールが完了したら
「有効」に戻してください。また、事前に追加の手順が必要になります。追加の手順につ
いては「管理者ガイド」を参照してください。

・ インストールの対象となるクライアント（サーバ/PC）側で、Windowsファイアウォール
の「ファイルとプリンタの共有」が許可されていない場合は、リモートインストールで
きません。

1／9

ビジネスセキュリティ管理コンソールの「セキュリティ設定」タブで、  をクリック
します。
「コンピュータの追加」画面が表示されます。

2／9

「クライアントのインストール方法」欄で「リモートインストール」を選んでから、「次へ」
をクリックします。
「リモートインストール」 画面が表示され、「グループとコンピュータ」欄にネットワー
ク上のすべてのWindowsドメインが表示されます。

BizサーバからBizクライアントの 
インストールを実行
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3／9

リモートインストールの対象とするクラ
イアント（サーバ/PC）を選んでから、「追
加」をクリックします。
インストール先のサーバ/PCのユーザ名
とパスワードの入力画面が表示されます。
インストール先のサーバ/PCの管理者権
限が必要です。

4／9

ユーザ名とパスワードを入力し、「ログイン」 をクリックします。
「選択したコンピュータ」欄にインストール先のサーバ/PCが表示されます。 

5／9

BizクライアントをインストールするすべてのWindowsコンピュータがリストに表示
されるまで、同じ手順で追加を繰り返します。

6／9

「インストール」 をクリックして、選んだコンピュータにBizクライアントをインストール
します。

7／9

「はい」 をクリックして、Bizクライアントのインストールを開始します。
各インストール先サーバ/PCへのプログラムファイルのコピーが始まると、進行状況
の画面が表示されます。
対象のコンピュータへのインストールが完了すると
選択されたコンピュータのリストの 「結果」 フィールドにインストールステータスが
表示され、緑のチェックマークと共にコンピュータ名が表示されます。

g
Bizサーバをすでに実行中のコンピュータには、WindowsリモートインストールによってBiz
クライアントはインストールされません。
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Windowsのタスクバーの通知領域に、
Bizクライアントのアイコンが表示される。

8／9

Bizクライアントをインストールしたクライアント（サーバ/PC）を再起動します。

g

必ずOSを再起動してください。

9／9

Bizクライアントをインストールしたクライアント
（サーバ/PC）のタスクバーの通知領域に、Bizク
ライアントのアイコン  が表示されていることを
確認します。
表示されていれば、正しくインストールされてい
ます。
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インストール時の基本設定

項目 内容 初期設定値
リアルタイム検索 ファイルにアクセスした瞬間にウイル

ス・スパイウェアを検索する。
有効

予約検索 定期的にウイルス・スパイウェアを検
索する。

無効

自動アップデート 最新のウイルス対策に必要なコンポー
ネント（ウイルスパターンファイルな
ど）がトレンドマイクロのアップデート
サーバに公開されているかどうか1時間
おきに確認し、最新版が公開されてい
る場合は自動的にダウンロードして、
Bizクライアントに配信する。

有効

最新コンポーネントの
配信

インターネット上のトレンドマイクロ
のサーバから、管理サーバにダウンロー
ドされ、すべてのBizクライアント上の
ウイルス対策製品に、最新のコンポー
ネントを自動的に配信する。

自動

ファイアウォール インストール後有効にしてください。 無効

Webアクセス 危険なサイトにアクセスすることを制
限します。

有効（社内（低）
/社外（中））

迷惑メール対策 管理コンソールから有効にしてください。
Bizクライアント へ の自動 配 信 後、
Outlook起動時にプラインとしてインス
トールされます。

無効

メール検索 管理コンソールから有効にしてください。 無効

各種設定の変更、設定の追加については、「管理者ガイド」（別冊）をご覧く
ださい。

g
・ Bizクライアントのユーザからの操作は、初期設定では以下の制限があります。
－Bizクライアントを管理者に無断でアンインストール、停止することはできません。
－Bizクライアントの設定を管理者に無断で変更することはできません。
・ 各クライアントで設定を変更できるようにするための設定は、「管理者ガイド」
（別冊）をご覧ください。
・ トレンドマイクロ推奨設定を選択すると、簡易に設定できます。

基本的な設定を
確認する04
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ビジネスセキュリティに付属するツールの動作要件
ビジネスセキュリティに付属する迷惑メール対策ツールおよびTrend プロテ
クトの動作要件は以下の通りです。

迷惑メール対策ツール：

対応OS：
・ Microsoft Windows XP SP2 32ビット
・ Microsoft Windows Vista （SP1含む） 32ビット及び64ビット

メールソフト：
・ Microsoft Outlook 2000/2002/2003/2007
・ Microsoft Outlook Express 6 SP2
・ Windows Mail（Vista）

Trend プロテクト：

対応OS：
・ Microsoft Windows 2000 Professional
・ Microsoft Windows XP SP2 32ビット
・ Microsoft Windows Vista（SP1）32ビット

対応Webブラウザ：
・ Microsoft Internet Explorer 6.0
・ Microsoft Internet Explorer 7.0
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管理コンソールメニュー

現在のネットワーク上のサーバやPCの保護状況を確認する

管理コンソールにログインし、「最新ス
テータス」画面のアラートを確認します。
・ 脅威ステータス：サーバ、PCに対す
る最新の保護状態を表示します。

・ システムステータス：Bizサーバのディ
スク領域の監視、脆弱なクライアント
のアップデート状況、ライセンス情報
などを表示します。
表示内容について詳しくは、「管理者ガ
イド」（別冊）をご覧ください。

管理コンソールに用意されている機能を活用する

管理コンソール上部のメニュー（タブ）
をクリックして切り換えて、様々な機能
を利用できます。詳しくは、「管理者ガ
イド」（別冊）ご覧ください。

・ 最新ステータス：ネットワーク全体の保護状況の概況を表示します。
・ セキュリティ設定：ネットワーク全体で保護されているクライアントの一覧表示や
最新の詳細確認、グループの管理や追加・設定、クライアントの追加などを行いま
す。

・ 大規模感染：大規模感染活動の表示、脆弱性の検索・表示、自動復旧（クリーンナッ
プ）を行います。

・ 検索：検索詳細設定を行います。
・ アップデート：アップデートに関する詳細設定を行います。
・ レポート：ログ情報の表示やエクスポート、レポートの自動作成を行います。
・ オプション設定：Bizサーバの詳細設定やネットワーク全体に関わる設定を行います。
・ ヘルプ：マニュアルやオンライン購入などへのリンクが提供されています。

h
Bizサーバが提供する各種セキュリティ機能の詳細設定は、セキュリティ設定から対象とする
グループを選んでから「設定」をクリックして表示される設定画面で行います。詳しくは、「管
理者ガイド」（別冊）をご覧ください。
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Windows Small Business Server 2008 / Windows Essential 
Business Server 2008用のアドインを使用する
・ ビジネスセキュリティ 5.1には、Windows Small Business Server（SBS）

2008 とWindows　Essential Business Server（EBS）2008 用のアドインが
用意されています。これらのアドインをインストールすることで、最新のセキュ
リティステータス情報とシステムステータス情報をSBSコンソールまたはEBS 
コンソールで表示できます。

・ Windwos Small Business Server 2008 / Windows Essential Business 
Server 2008が稼動しているサーバにビジネスセキュリティをインストールす
る際は、自動的にこれらのアドインがインストールされます。

・ 手動でアドインをインストールする場合は、Bizサーバの管理コンソールの「オ
プション設定」メニューから「ツール」→「アドイン」タブを選び、ダウンロード・
インストールしてください。詳しくは、管理者ガイドをご覧ください。

g
「TrendMicro Client/Server Security Master Service」が起動していない場合には、Small 
Business Server/Essential Business Serverコンソール上には情報が表示されません。

33

動
作
環
境
・

使
用
環
境
を
確
認
す
る

01

B
iz
サ
ー
バ
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

02

B
iz
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

03

基
本
的
な
設
定
を

確
認
す
る

04
基
本
的
な
設
定
を

確
認
す
る

04



Bizクライアントの設定を変更する

ウイルス・スパイウェアの検索・処理やメール検索、不正サイトへの接続ブロック機
能、ファイアウォール設定を変更するには、以下の手順で操作します。

ウイルス・スパイウェアの検索・処理設定を変更する
1 管理コンソールの「セキュリティ設定」
タブで設定したいグループを選んでか
ら、  をクリックします。

2 左側に表示されているメニューから、設
定を変更したい項目をクリックします。

3 必要に応じて、表示された詳細設定項
目を変更します。

迷惑メール対策ツールを展開する
1 管理コンソールの「セキュリティ設定」
タブで設定したいグループを選んでか
ら、  をクリックします。

2 左側に表示されているメニューから、
「メール検索」をクリックします。

3 右側に表示された「迷惑メール対策ツー
ルバーを有効にする」にチェックを付け
てから、「保存」をクリックします。

 設定内容がBizクライアントに自動配信されます。アップデート完了後にBizクライアン
ト側でOutlookを起動すると、自動的にインストールが開始されます。

不正サイトへの接続をブロックする
1 管理コンソールの「セキュリティ設定」
タブで設定したいグループを選んでか
ら、  をクリックします。

2 左側に表示されているメニューから、
「Web評価」をクリックします。

3 右側に表示された「Web評価を有効に
する」にチェックを付けてからセキュ
リティレベルを指定し、「保存」をク
リックします。

 設定内容がBizクライアントに自動配信され、設定が反映されます。
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よくあるお問い合わせ

システム要件を確認したい
製品Q&A 〈ビジネスセキュリティを導入する前に確認しておきたい項目のリンク集〉をご覧
ください。
http://esupport.trendmicro.co.jp/supportjp/viewxml.do?ContentID=JP-2062711

インストール方法／アンインストール方法を確認したい
・ 管理者ガイド・クイックスタートガイドをご覧ください。
・ 製品Q&A 〈サーバ/クライアントプログラムのインストール方法、アンインストール方法
のリンク集〉をご覧ください。

 http://esupport.trendmicro.co.jp/supportjp/viewxml.do?ContentID=JP-2062697

アップデート方法を確認したい
・ 管理者ガイドをご覧ください。
・ 製品Q&A 〈ビジネスセキュリティサーバ/クライアントのパターンファイル、検索エンジ
ンアップデート方法についてのリンク集 〉をご覧ください。

 http://esupport.trendmicro.co.jp/supportjp/viewxml.do?ContentID=JP-2062712

旧バージョンのTrend Micro ビジネスセキュリティからバージョンアップしたい
製品Q&A 〈ビジネスセキュリティ 困った時の問題解決 FAQリンク集〉をご覧ください。
http://esupport.trendmicro.co.jp/supportjp/viewxml.do?ContentID=JP-2062710

他のウイルス対策製品を使っていますが、ビジネスセキュリティへ入れ替えたい
他のウイルス対策製品をアンイストールしてから、本製品をインストールしてください。

管理コンソールでの操作/設定方法を確認したい
管理者ガイドをご覧ください。

インストール/アンインストールできない
製品Q&A 〈サーバ/クライアントプログラムのインストール方法、アンインストール方法の
リンク集〉 をご覧ください。
http://esupport.trendmicro.co.jp/supportjp/viewxml.do?ContentID=JP-2062697

困ったときは・
お問い合わせ
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サポートセンターへ問い合わせる前に、事前に何を確認しておくと良いですか？
製品Q&A 〈サポートセンターへ問い合わせる前に事前に確認しておきたいこと〉をご覧ください。
http://esupport.trendmicro.co.jp/supportjp/viewxml.do?ContentID=JP-2062748

「管理者ガイド」はどこで入手できますか。
下記のいずれかから入手できます。
－パッケージに同梱されているCD-ROM内のPDF
－Webページからダウンロード 〈Trend Micro ビジネスセキュリティ〉
 http://www.trendmicro.co.jp/download/product.asp?productid=49

「クイックスタートガイド」はどこで入手できますか。
下記のいずれかから入手できます。
－パッケージに同梱されているCD-ROM内のPDF
－パッケージに同梱されている冊子
－Webページからダウンロード 〈Trend Micro ビジネスセキュリティ〉
 http://www.trendmicro.co.jp/download/product.asp?productid=49
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各種お問い合わせ先
法人カスタマーセンター
ユーザ登録や契約内容などは法人カスタマーセンターへご相談ください。
• • Webフォームからのお問い合わせ
 http://jp.trendmicro.com/jp/support/renewal/enterprise/index.html
• • 電話/FAX
 本パッケージに同梱されている「製品サポートガイド」をご覧ください。

テクニカルサポートセンター
• • 製品の動作や運用の際にお困りのことがありましたら、テクニカルサポートセン
ターまでご連絡ください（ご契約内容に関するお問い合わせは、法人窓口（TEL 03-
5334-3601）にお問い合わせください）。

• • 電話でのお問い合わせ窓口は、混雑してつながりにくくなる場合があるため、Web
フォームからのお問い合わせをお勧めいたします。

• • お問い合わせの際にはアクティベーションコードが必要になります。あらかじめお
手元に用意してからお問い合わせください。

• • よくあるお問い合わせへの対処方法は、製品Q&Aでもご覧いただけます。
 〈ビジネスセキュリティ 困った時の問題解決 FAQリンク集〉
 http://esupport.trendmicro.co.jp/supportjp/viewxml.do?ContentID=JP-2062710
 〈製品Q&A （中小/中堅企業のお客さま）〉
 http://esupport.trendmicro.co.jp/supportjp/smb/search.do
• • 製品Q&Aを参考にお問い合わせ内容を事前に整理していただくと、速やかな対応
開始につながりますので、ご協力をお願いいたします。

 サポートセンターへ問い合わせる前に事前に確認しておきたいこと
 http://esupport.trendmicro.co.jp/supportjp/viewxml.do?ContentID=JP-2062748

Webフォームからのお問い合わせ
 http://jp.trendmicro.com/jp/support/renewal/enterprise/index.html

電話/FAX
 本パッケージに同梱されている「製品サポートガイド」をご覧ください。

トレンドマイクロ サポート情報（Webサイト）
 http://jp.trendmicro.com/jp/support/index.html
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P/N CSSFFF-AE0207

キーワードまたは
ソリューションID 2062710 検索

click！click！

製品Q&Aの検索蘭にIDを入力しても検索できます！
検索欄はこちら→http://esupport.trendmicro.co.jp/supportjp/smb/search.do


